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令
和
３
年
５
月
20
日
（
木
）、
第
68
回

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

が
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
感

染
対
策
を
講
じ
て
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
４
年
間
市
Ｐ
連
に
尽
力
し

退
任
す
る
大
塚
義
生
会
長
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で

き
な
い
こ
と
で
、
原
点
に
戻
り
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
意
義
と
は
何
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
。
ま
ず
は
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る
地
域
の
方
々
に

感
謝
し
、
今
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
応
援
団
と
し
て
、
地
域
と

の
絆
を
強
め
る
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
神
谷
俊
一
新

市
長
か
ら
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
す
る
敬

意
と
共
に
「
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
と
千
葉
市
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
、
令
和
３
年
度
、
三
谷
新
会
長
が
率
い

る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総

会
の
最
後
に
は
、
市
Ｐ
連
作
成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て
な
～
に
？
（
子
ど
も

の
応
援
団
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
）」
を
上
映
し
紹
介
し
ま

し
た
。
各
学
校
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
配
布
予
定
で
す
。

●
会
　
長

　

三
谷　
　

真	

生
浜
西
小
学
校	

（
中
央
区
）

●
副
会
長

　

西
川
由
起
子	

花
園
小
学
校	

（
花
見
川
区
）

　

江
波
戸
正
子	

山
王
小
学
校	

（
稲
毛
区
）

　

萩
原　

利
彦	

生
浜
西
小
学
校	

（
中
央
区
）

　

伊
藤　

紀
行	

大
宮
中
学
校	

（
若
葉
区
）

　

石
塚　

洋
美	

誉
田
中
学
校	

（
緑
区
）

　

髙
嶋　

輝
生	

誉
田
小
学
校	

（
美
浜（
緑
）区
）

　

島
尾　

永
治	

緑
町
小
学
校	

（
校
長
会
）

　

石
川　

英
明	

新
宿
中
学
校	

（
校
長
会
）

●
会
　
計

　

網
倉　

み
き	

花
園
中
学
校	

（
花
見
川
区
）

●
書
　
記

　

中
山
奈
津
樹	

千
草
台
東
小
学
校	（
稲
毛
区
）

　

松
坂
香
織
里	

川
戸
小
学
校	

（
中
央
区
）

●
監
　
事

　

島　
　

裕
子	

源
小
学
校	

（
若
葉
区
）

　

山
根　

達
哉	

鶴
沢
小
学
校	

（
校
長
会
）

●
顧
　
問

　

大
塚　

義
生	

（
前
市
Ｐ
連
会
長
）

●
事
務
局

　

廣
森　
　

滋	

（
事
務
局
長
）

　
福
永
奈
津
子	

（
事
務
局
員
）

令
和
３
年
度
役
員
等
紹
介

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会

第68回

　

会
員
の
皆

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
千

葉
市
Ｐ
連
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
よ
り
会
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
三
谷
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
か
ら
は
や
一
年
。
未
だ
に
猛

威
を
振
る
う
中
、
学
校
現
場
や
ご

家
庭
に
お
い
て
も
様
々
な
制
限
を

強
い
ら
れ
、
教
育
活
動
そ
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
が
思
う
よ
う
に
出
来
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
遊
び

と
い
っ
た
日
々
の
活
動
は
止
ま
る

こ
と
が
な
い
現
状
に
、
皆
様
の
ご

苦
労
は
絶
え
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
学
校
へ

通
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
の
皆
様
が
連
携
を
と

り
、
共
に
助
け
合
い
な
が
ら
日
々

活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
保
護
者
の
一
人
と
し

て
改
め
て
感
謝
す
る
と
共
に
、
会

長
と
い
う
立
場
か
ら
今
の
時
代
に

あ
っ
た
連
携
・
運
営
方
法
を
現
場

の
声
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

千
葉
市
Ｐ
連
は
様
々
な
情
報
が

集
ま
る
場
で
あ
り
、
ま
た
皆
様
の

声
を
行
政
へ
伝
え
ら
れ
る
組
織
で

も
あ
り
ま
す
。
市
Ｐ
連
は
何
を
し

て
い
る
の
か
？
加
入
し
て
い
る
メ

リ
ッ
ト
は
？
な
ど
の
疑
問
に
も
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
大
塚
前
会
長
の
発
案

で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
特
別
委
員

会
で
、
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、「
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
今
日
的
課
題
へ
の
対

応
」
と
し
て
、
主
に
２
点
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
一
つ

目
は
日
頃
の
活
動

の
参
考
と
な
る
啓

蒙
的
な
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
。
も
う
一

つ
は
、
新
入
会
の

方
へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介
を
収
め
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。
多
く

の
皆
様
に
目
に
し
て
頂
き
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
私
た
ち
は
「
育
も
う　

子
ど
も
の
心
に
夢
と
希
望
と
優
し

さ
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
。
そ
れ

に
は
保
護
者
・
教
職
員
が
子
ど
も

た
ち
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
千
葉
市
Ｐ
連
は

そ
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
何
か
お
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令和3年度スローガン　“育もう  子どもの心に夢と希望と優しさを”
重点目標　PTAの今日的課題への対応

新
会
長
挨
拶

　
　

三
谷　
　

真

◎事務局開設時間
　　　　月曜〜金曜　10：00 〜 16：00
　　　　　事務局	 T E L 	（ 0 4 3 ） 2 4 5 − 5 8 6 3
	 F A X 	（ 0 4 3 ） 2 4 5 − 5 8 9 9
　　　　　〒 260-0026	 千葉市中央区千葉港 2-1
	 千葉中央コミュニティセンター 5 階

千葉市PTA連絡協議会
【役員】

【理事】

【常置委員会】

特別委員会

理事会

事務局

千葉市PTA安全互助会

会　長 １人
副会長 ８人

（うち学校代表２人）
書　記 ２人
会　計 １人
監　事 ２人

（うち学校代表１人）

各区P連代表　３人
（区P会長、学校代表含む）

・役員研修及び
　研究大会記録

・市P連ちば
・広報紙コンクール

役員、理事、常置委員長

・バレーボール大会
総務委員会

総会

広報委員会 事業委員会

【役員】

各区PTA連合協議会

○○学校PTA
（単位 PTA）

代議員（各区P連代表）　３人
各 単 位 P T A 代 表 　２人

◆◆◆　千葉市ＰＴＡ連絡協議会の組織　◆◆◆
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中央区P連会長
小倉　周時
（蘇我小学校）

若葉区P連会長
吉田　忠弘

（千城台東小学校）

美浜区P連会長
鈴木　香織

（真砂西小学校）

花見川区P連会長
石渡　一徳
（横戸小学校）

緑区P連会長
畑中　紀文
（土気小学校）

①「フクダ電子アリーナ」
②実は、私人見知りなん
です。
③力不足では…と悩んだ
りもしましたが、周りの
方々からご助力をいた
だくことで何とか１年
を乗り切っていきたい
と思っています。よろし
くお願いいたします。

①稲毛海浜公園（我が子はザイルクライミング
がお気に入り）
②実は私、この10年で引っ越しを５回しています。
③このような時代だからこそ、前向きに明るく活
動できたらと考えております。1年間よろしくお
願いいたします。

①緑区は、千葉県のほぼ中
央に位置しており内房や
外房などどこにでも行き
易い場所です。
②多趣味で、色々なスポー
ツ事が好きです。
③今年度もコロナ禍の為、
制限のある活動が多くな
ると思いますが、学校、地
域と連携を図りながら、子
ども達が楽しい学校生活
を過ごせるよう頑張ります。

①何といっても若葉溢れるロケーション
②実は私、農家なんです！大空の下、市
特産のニンジン等を学校給食へ出荷
してます。
③各区の様々な良い取り組みを知り、そ
れを地元や近隣地域に還元すること
です。コロナ禍でPTAの悩みは尽きず、
情報を共有し少しでも各PTAの負担を
減らせればと思います。

①花見川区は自然が豊かなのが自
慢です。私は花島公園がお気に
入りスポットです。
②実は私、こう見えて虫が苦手なん
です。とくにカミキリ虫
③PTAの活動自体が初めてで分か
らない事ばかりですが、頑張って
いきたいと思います。１年間よろ
しくお願いします。

令和3年度区P連会長紹介
①我が区のイチオシ！
　 「○○区はここが自慢！」「私のお気に入りスポット」等

②自己PR 「実は私、○○なんです！」

③今年度の抱負

インタビューしました！

稲毛区P連会長
内山　隆史
（山王小学校）

①稲毛区は一校当たりの生徒数が一
番多い
②実は、校庭で鬼ごっこ中に転倒し救
急搬送。入院先で打診され、学校に
迷惑をかけたからPTA会長を引き受
けました。
③今年度もコロナ禍で活動に制限があ
りますが、少しでも子どもたちや各単
位PTAの皆様の手助けになればと考
えています。よろしくお願いいたします。

５月 第 68 回定期総会　市民会館
７月 「市 P連ちば」79 号配布
10 月 市 P連第 35 回研究大会　市民会館大ホール
１月 2022 年新年情報交換会
２月 知ろう！話そう！ PTA ！ 2021（2日間）　市生涯学習センター
３月 「市 P連ちば」80 号配布
４月 第 46 回広報紙コンクール審査
５月 広報担当者講習会

※事業計画は今後変更される場合があります。

 ● ● ● ● ●  令和 3 年度 市 P 連  主な事業 ● ● ● ● ●

（敬称略）

＊団体表彰 花見川中学校PTA

＊個人表彰
　花見川区P連 阿部　智也 犢橋小学校PTA
 川島　克己 花園中学校PTA
 谷中　美香 花園中学校PTA
 石井　祐路 花見川中学校PTA
　稲毛区P連 北山理恵子 轟町中学校PTA
　中央区P連 藤本　浩二 蘇我小学校PTA
 広田　佳世 大森小学校PTA
 荒生　洋史 川戸小学校PTA
 三谷　　真 生浜中学校PTA
 喜多　康人 緑町中学校PTA
　若葉区P連 鈴木　享子 大宮中学校PTA
　緑区P連 髙嶋　輝生 誉田小学校PTA
 齋藤　直子 誉田小学校PTA

 令和２年度 千葉市PTA連絡協議会
表彰受賞者

・PTA活動で迷ったときヒントが知りたい！
・何のためにPTAがあるの？等々 PTAのいろいろが

わかるHPはこちら

教えて！P TAのこと！
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●第45回千葉市PTA 広報紙コンクール入賞校一覧●

写真賞は該当なし
●応募総数●　小学校：20 点　中学校：7 点　計 27 点

賞 受賞校 広報紙名
市長賞 本町小学校 本町小タイムス

市議会議長賞 葛城中学校 葛城
市教育長賞 真砂西小学校 絆
市 P連会長賞 源小学校 わきみず
市 P連会長賞 土気中学校 土気（Toke）

優良賞
緑町中学校 さくら
稲毛中学校 稲毛中
みつわ台中学校 みつわ

努力賞
生浜小学校 おいはま
星久喜小学校 ほしくき
千城台東小学校 大空

企画賞 大宮小学校 おおみや

レイアウト賞
登戸小学校 のぶと
松ケ丘小学校 まつがおか

　
昨
年
よ
り
引
き
続
き
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
自
粛
他
、
関
係

各
位
へ
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
も
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
の
専
門
審
査
員
と
し
て
、
応
募
作

品
の
一
次
審
査
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
二
次
審
査
で
は
専
門

審
査
の
コ
メ
ン
ト
等
を
参
考
に
し
、

最
終
的
に
市
Ｐ
連
の
役
員
、
広
報
委

員
長
、
千
葉
市
教
育
委
員
会
担
当
の

方
々
の
協
議
に
よ
っ
て
各
賞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
例
年
年
間
発
行
部
数

２
回
以
上
と
し
て
い
た
応
募
条
件
を

１
回
で
も
可
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

応
募
総
数
は
、
昨
年
度
ま
で
に
比
べ

て
約
３
分
の
２
と
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

対
策
で
学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

自
粛
で
発
行
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
り
、
回
数
を
減
ら
し
た
り
し
て
の

発
行
と
な
っ
た
た
め
、
ど
の
学
校
で

も
広
報
紙
発
行
に
は
大
変
苦
労
を
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
応
募
さ
れ

た
作
品
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
の

皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
て
独
自

性
を
目
指
し
た
広
報
紙
や
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
も
内
容
の
充
実
に
重

点
を
置
い
て
制
作
さ
れ
た
広
報
紙
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
出
品
票
に
書
か
れ
た

「
編
集
・
発
行
上
特
に
留
意
し
た
こ

と
」
の
欄
に
は
、
部
員
が
集
ま
る
回

数
を
極
力
減
ら
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打

合
せ
を
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
時

代
の
新
し
い
方
法
を
工
夫
さ
れ
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、「
緊

急
事
態
宣
言
下
で
、
保
護
者
が
学
校

へ
の
出
入
り
を
制
限
さ
れ
参
観
が
難

し
い
今
年
度
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
広

報
紙
の
大
切
さ
・
重
要
性
を
感
じ

た
。
保
護
者
を
代
表
し
て
、
子
ど

も
た
ち
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
が

笑
顔
で
過
ご
し
て
い
る
様
子
を
伝

え
た
い
。」
と
書
か
れ
た
コ
メ
ン
ト

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
惜
し
く
も
選
外
と
な
っ
た
広

報
紙
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

学
校
の
皆
様
も
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
は

あ
る
が
、
何
と
か
工
夫
し
て
良
い
広

報
紙
を
作
り
た
い
」
と
い
う
熱
意
と

努
力
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
ま
だ
ま
だ

進
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
の
兆
し
も
見
え
な

い
中
で
す
が
、
令
和
３
年
度
の
広

報
新
役
員
の
皆
様
も
、
今
年
度
の

作
品
を
参
考
に
し
て
皆
様
自
身
が

や
り
方
を
工
夫
さ
れ
、
ぜ
ひ
楽
し

み
な
が
ら
広
報
紙
づ
く
り
を
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

広
報
紙
づ
く
り

　
㈱
集
賛
舎
　
中
村
　
芳
紀

本町小学校「本町小タイムス」
　見やすい色使いや読みやすい書体の選び方だけでなく、
エアコンの導入や給食メニューの紹介等、他校の広報紙
と一味違ったテーマで特集を組み、「読みたくなる広報紙」
になっています。
　「学校のコロナ対策」では、先生方が子どもたちが安心
して過ごせるように日常行う環境づくりを行っている点を保
護者目線で紹介するなど、学校にとってもありがたい広報
紙になっています。

第45回
千葉市PTA
広報紙コンクール
千葉市PTA
広報紙コンクール

真砂西小学校「絆」
　「コロナ禍で授業参観も難しい今年だからこそ、
新しい生活様式で工夫して過ごしている学校や子
どもたちの様子を伝えたい」というコンセプトが
紙面に表れていました。日常風景を切り取った表
紙の工夫や、広報部だからこそ伝えられるマスク
をつけた授業風景の取材、開校10周年記念誌作
成も合わせての発行と、充実した内容となってお
り見ごたえがありました。

葛城中学校「葛城」
　編集者の「学校や子どもたちの『今』を伝えた
い」という思いが、表紙や修学旅行のページをは
じめ使われている写真から伝わります。写真の素
晴らしさもさることながら、紙面構成も洗練されて
いて市長賞との選考に悩む出来栄えでした。コロ
ナ禍で取材に苦労された中でも充実した内容での
2回発行。ＰＴＡ活動やおやじの会紹介もよい発
信となっています。

　低予算とコロナ禍の中、よく年 3回発行されました。
モノクロ印刷ながら総ページ数は 42ページにも及びま
す。その努力と、今だからこその取材を行って掲載した
記事からは「源」愛が感じられました。

源小学校「わきみず」 土気中学校「土気（Toke）」
 今年度は 1回の発行になりましたが、学校生活が保護
者によく伝わるようにと、生き生きと活動している写真を
数多く掲載されていて非常に見応えのある広報紙に仕上
がりました。WithコロナのＰＴＡ活動紹介もいいですね。

市 長 賞市議会議長賞

市 P 連会長賞

市教育長賞
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人
生
初
め
て
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
つ
け
て
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
た
千
葉
市
Ｐ
連
研
究
大
会
。

　

広
報
紙
で
他
校
と
情
報
交
換
を
し
た
い
！
と
試
み
た

「w
ith

コ
ロ
ナ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
ど
う
し
て
ま
す
か
？
」
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
。
集
計
を
通
じ
て
知
っ
た
各
学
校
の
悩
み
や

試
み
。
制
限
や
縮
小
に
ば
か
り
目
が
行
き
が
ち
で
し
た
が
、

こ
の
状
況
だ
か
ら
気
付
け
た
こ
と
も
多
く
、
本
当
に
必
要

な
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
貴
重
な
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
を
最
後
に
令
和
２
年
度
の
広
報
活
動
は
終
了
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
応
援
団
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
活
動

に
不
慣
れ
な
委
員
に
助

言
を
い
た
だ
い
た
集
賛

舎
中
村
氏
、
事
務
局
の

方
々
、
お
忙
し
い
中
取

材
や
執
筆
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆

様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
年
間
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。    （
広
報
委
員
一
同
）

◆
総
務
委
員
長
　
渡
瀨
　
剛
史

（
新
宿
小
学
校
）

　

各
行
事
の
登
壇
者
の
ス
ピ
ー
チ
等

の
文
字
起
こ
し
を
し
て
、
報
告
書
の

原
稿
と
な
る
も
の
を
作
成
す
る
の
が

総
務
委
員
の
主
な
仕
事
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
結
果
的
に
は
唯
一

の
文
字
起
こ
し
作
業
と
な
っ
た
研
究

大
会
。
記
念
講
演
の
ス
ピ
ー
チ
の
文

字
起
こ
し
で
は
、
皆
で
分
担
し
て
自

宅
で
作
業
が
出
来
る
よ
う
調
整
し
ま

し
た
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
っ
て
文

字
起
こ
し
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
効

率
化
を
図
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

全
体
で
は
延
べ
20
時
間
超
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。
作
業
を
行
っ
て
く
れ

た
委
員
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
常
置
委
員
は
役
員
会
・
理

事
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
ま
す
。

市
Ｐ
連
の
活
動
内
容
を
知
る
な
か
で
、

存
在
意
義
・
加
入
意
義
な
ど
色
々
な

事
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
今

回
市
Ｐ
連
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
単
Ｐ
会
長
と
し
て
市
Ｐ
連
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
く
べ

き
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
事
業
委
員
長
　
岩
渕
　
美
穂

（
土
気
小
学
校
）

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
に
な
り
、

事
業
委
員
会
の
メ
イ
ン
事
業
の
「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
事

業
委
員
会
と
し
て
み
ん
な
で
集
ま
っ

た
り
、
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
軒
並
み
事
業

が
中
止
と
な
る
中
で
、「
研
究
大
会
」

だ
け
は
な
ん
と
か
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
、
唯
一
み
ん
な
で
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

直
接
会
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
で

す
が
、
分
担
し
て
参
加
し
た
役
員
会•

理
事
会
の
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て

状
況
を
共
有
し
、
協
力
し
て
事
業
委

員
会
と
し
て
の
最
低
限
の
役
割
を
果

た
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
ご
縁
で
集
ま
っ
た
み

な
さ
ん
と
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
も
っ
と

活
動
し
た
か
っ
た
で
す
が
、
い
つ
か

日
常
が
戻
っ
た
時
、
こ
の
一
年
を
振

り
返
り
な
が
ら
集
ま
る
こ
と
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
広
報
委
員
長
　
菅
原
恵
美
子

（
松
ケ
丘
小
学
校
）

　
市
Ｐ
連
の
活
動
は
全
く
分
か
ら
な

い
状
態
で
し
た
が
、
普
段
関
わ
る
事
の

で
き
な
い
人
と
も
交
流
で
き
た
ら
と
思

い
、
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
広
報
委
員
全
員
が
初
対
面
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
す
る
上
で
の
問
題
点
や
子
育
て

の
話
な
ど
共
通
の
話
題
も
多
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
掲
載
予
定
の
記
事
が
減

り
、
例
年
と
は
違
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
が
、
特
集
記
事
の
意

見
交
換
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
事

務
局
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

納
得
で
き
る
広
報
紙
が
で
き
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
役
員
会
や
理
事
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
事
で
は
た
く
さ
ん
の
学
び
が

あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ら
れ
る
と
て
も
有
意
義
な
一
年
を

過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
委
員
を
は
じ
め
広
報
紙
発
行
に
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
年
間
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

常
置
委
員
会　
１
年
を
終
え
て

　
５
月
７
日
（
金
）
千
葉
市
民
会
館
特
別

会
議
室
で
「
広
報
担
当
者
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
何
十
年
も
続
い
て
き
た

講
習
会
で
し
た
が
、
昨
年
度
は
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
100
名
以
上
入

る
会
場
で
、
午
前
・
午
後
の
部
で
入
場

制
限
し
、対
象
も「
初
め
て
の
方
を
優
先
」

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
入

場
時
の
消
毒
・
検
温
、
換
気
や
３
密
対

策
を
し
な
が
ら
、
短
時
間
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
講
習
と
閲
覧
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
は
28
校
47
名
で
し
た
。

　
「
講
習
会
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、資
料
や
内
容
が
、「
と
て
も
満
足
」

が
41
名
中
38
名
（
93
％
）」
と
好
評
で

し
た
。
今
回
は
、特
に
パ
ワ
ポ
で
の「
今

年
度
の
入
賞
作
品
」
や
「
作
り
方
の
ポ

イ
ン
ト
」
紹
介
の
ほ
か
、
専
門
審
査
委

員
の
中
村
氏
に
よ
る
写
真
の
撮
り
方
の

コ
ツ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
皆
さ
ん

熱
心
に
メ
モ
を
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

千 葉 市 P TA 連 絡 協 議 会
第35回研究大会

2021年 10月28日㊍ 9 時 40 分～予定

千葉市民会館大ホール

　研究大会は年に一度会
員が一堂に集う、感動体
験と学びの場です。
　予算面でなかなかお
呼びできないような講
師の講演も聴くことが
できます。
　もちろん、会員は参加
費は無料です！
　今年度は待ちに待った
弓削田健介さんのコン
サート再来！
　4年前にお招きした際
には、会場は感動と涙であふれました。
　市Ｐ連では心に響く記念講演を開催しています。　
　会員の皆様ならどなたでも参加
できます。どうぞお楽しみに！

◆ テーマ ◆
「つながろう人と人　文の国から未来へ向けて！」

2021 年	 10 月 15 日（金）	 分科会	 埼玉県内 6 会場
	 10 月 16 日（土）	 全体会	 さいたま市文化センター
　　　　　　　　　　　	 記念講演	 講師：尾木直樹氏

千葉市代表として桜木小学校 PTA が分科会事例発表を予定
共に学び合いましょう！

第53回日本PTA関東ブロック研究大会

埼玉大会

〜 アンケートより（抜粋）〜

◆次回も続けてほしいものは？◆
・他校の広報紙紹介 (入賞作品の紹介）
・写真の撮り方のアドバイス
・前任者（広報作成担当者）の声紹介
・パワーポイントでのわかりやすい説明
・見出しの付け方の説明

◆ご意見ご感想◆
・イメージが湧きづらかったのですが
参加してみて助かりました。

・短時間に知りたいことが詰め込まれ
ていて、参加できてよかった。講習
会があって安心しました。

・「無理しないでいい」というアドバイ
スがとてもよかった。

・「例年の広報紙とちょっとだけ変えて
みるという冒険」という一言があり
がたかったです。


